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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Summary

　The 　self−incompatibility　genotypes　of 　apple 　cultivars 　were 　determined　using 　cross
−incompat正ble

and −compatible 　parents　and 　their 　progenies．
　The 　existence 　of 　6　aleles 　and 　7　genotypes　was 　comfirmed ： the　genotypes　of 　g　cultivars 　were

established 　as　follows：
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緒 　 　言

　近年 日本で 育成 さ れ た リ ン ゴ 品種 の 多 くは
‘
国光

’
，
‘
デ

リ シ ャ ス
’

，

‘
ゴ ール デ ン ・デ リ シ ャ ス

’
，
‘
紅玉

’
，
‘
印度

’
等，

少 数 の 品種 の 後 代 で 占め られ て お り ， 特 に 最近 は 上記品

種 の 後 代 品 種 で あ る
‘

ふ じ
’

（
‘
国光

’
× ゲ リ シ ャ ス

’
〉，

‘
つ

が る
’Cゴ ー

ル デ ン
・デ リ シ ャ ズ ×

‘
紅 玉

’
） （原 田 ら ，

1991），
‘
東光

’
（
‘
ゴ ー

ル デ ン
・デ リ シ ャ ス

’
×
‘
印度

’
）の 後

代 が 増加 し て い る，今後，主 要品主 とな る リ ン ゴ で も こ

の 傾向 が 続 い た 場合 ， 現在 は 栽培上 問題 と な っ て い な い

交 雑不 和 合現 象 が 顕在化す る可 能性 が 考 え られ る．そ こ

で 本 報 告 で は ， 現 在 ， 交 雑 不 和 合の 知 られて い る組合 せ ，

お よ び
‘
ふ じ

’
，
‘
は つ あ ぎ ，

‘
千秋

’
，
‘
東光

’
，
‘
紅玉

’
，
‘
デ リ

シ ャ ス
’
，
‘
国光

’
，
‘
ゴール デ ン ・デ リシ ャ ス

’
と，それ ら

の 交 雑 実 生 を 用 い て 主 要 栽培 品 種 の S 遺伝子型解析 を

1997年 2 月 28 日　受付．1998年 4 月3 日　受理．
本報告 の

一一
部は 第 24 回国際園芸学会議 （1994年）で発 表 した，

果樹試業績番 号 ：1095
　　

＊

リ ン ゴの 交雑不和合性 に 関す る研究 （第 4報）

　
＊ ＊

現在 ：国際農 林水 産業 研 究 セ ン タ
ー

沖 縄 支所
＊ ＊ ＊

現在 ：農業生 物資源研 究所放射線育種場
＊ ＊ ＊ ＊

現在 ：山梨 県果樹試験場

試 み た ，

材 料 お よび 方 法

　1992〜1997年 に 第 1表 〜
第 8表 に 示 した 合計 92交雑

を用 い て S 遺伝子型 の 解析 を試 み た．本試験 に 用 い た

品種 の 来歴 は 以下 の とお りで あ る．す な わ ち
‘Holly’と

‘Melrose’は オ ハ イ オ 農業試験場，
‘Jonadel’は ア イオ ワ

農業試験場，
‘
太陽 5号

’
，凍 光

’
は 青森県りん ご試験場，

千 秋
’
は 秋 田 県 果 樹 試験 場 ，

‘
輝
’
は 二 上 文 雄 ，

‘
ひ め か み

’
，

‘
い わ か み

’
，
‘
ふ じ

’
，
‘
は つ あ ぎ ， 東 北 10 号 ， リー24，リ

ー34，リー51，リー93 は 果樹試験場 リ ン ゴ 支 場育成 の 品種

・系統 で ，
‘
は つ あ ぎ ピ ふ じ

’
の 交雑実生 は 同支場 の 第

4次新品種育種試験 に供試中の 個体 で あ る．‘
金 星 ，

‘
レ

ッ ドゴ ー
ル ド

’
，
‘
ひ め か み

’
，
‘
い わ か み

’
，
‘
千秋 等 の 系統

図を第 1 図 に 示 し た．

　 交 雑 に は 除 雄 を行 わ ず 1 花 そ う 1 花 と し た バ ル
ー

ン ス

テ
ージ の 15 花 を供 試 し た ．一

方 ，自家 結 実 性把握 用 に

1花 そ う 1 花 と し
， 除雄 ・受 粉 を せ ずバ ル ーン ス テ ージ

の 花 に 袋 か け の み を行 っ た 対照 区 を 1品 種
・系 統 当 た り

10花設 け た，交雑 に 用 い た 花粉 は，全 交 雑終 了の 約 2

週間後 まで に し ょ 糖 17％，寒天 1％ の 花粉発芽用 培 地 に
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置 床 し
，

ユ2 時 間 後 に 発 芽 率 の 調 査 を行 っ た ，結 実 率 の

調 査 は，受 粉 後 3週 間 目 に実 施 した ．

　結実 した果実 は原則 と して 成熟期 に収穫 し，各 組合 せ

ご とに 1果数当 た りの 種子数 を調 査 した ，

　 な お，結 実 率 15〜30％ が 和合 と不和合 の 境 界 と推 定

され た た め，15％ 未満を不和合 と し，15％ 以 上 30％ 未

満を和合 と不和合の 混合領域 と し，単年度 ま た は片面交

雑 の み の 結 果 で は 判 断 を保 留 し た ．30％ 以上 の 場合 は 和

合 と し た，また 1 果 当 た り種 子 数 に つ い て も ，
L 　Jr　− 3．0

個 まで が和合 と 不 和合 の 境界 と推定 され た た め ，
1．5個

未満を不和合，1．5〜3．0個 を混合領域 と し，単年 度 ま

た は 片面交雑 の み の 結果で は判断を保留 し た，3，0個 よ

り多い 場合 は和合 と し た，ま た 結実率，1 果当た り種子

数 の 値で 和合 と 不和合の 判定 が 異 な っ た場合 は，単年度

ま た は 片 面 の み で の 判 断 は せ ず，2 年 以 上 ま た は 両 面 交

‘
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Fig．1．　Pedigree　of ‘Redgo旦d’，‘Kinsei’，
‘Iwakamゴand

‘Senshu’．

雑 の 結 果 を待 っ て 判断す る こ と と し た．結実率 ま た は 1

果 当 た り種 子 数 の い ずれ か が 混 合領 域 の 値で ，も う
一

方

が和合 ま た は 不 和合の 場合に も ， 単年度 ま た は片面 の み

の 結 果 で は 判 断 せ ず，
2 年 以 上 ま た は 両 面 交 雑 の 結 果 を

待 っ て 判断す る こ と と した，

結 果 お よ び 考 察

　 自家結実性把握用 の 対照区の 結果は
‘
国光

’
の 結実率が

10％，1 果 当た り種子 数 が 0 個，そ れ以 外 の 品 種 ・系統

の 自家 結 実 率 は 0％ で
， 交 雑 試 験 の 結 果 に 影 響 は な い と

判断 され た ．

　
‘

ふ じ
’
×

‘

ひ め か み
’

と
‘

千秋 ×
‘

ひ め か み
’

は 和合性 を示

し た が，
‘
ひ め か み

’
×
‘
紅 玉

’
は 2年間安定 して 結 実 率 が

低 く，種子 も得 られな か っ た．　 ・
方，

‘

紅玉
’
× ひ め か み

’

は 2 年平均 で 結実率 が 15．9％，1 果 当 た り種 子 数 が

2．59 個 で と もに 和合 と 不 和合 の 混合領域 の 値 で あ っ た

（第 1表）．し た が っ て ひ め か み
’
と
‘
紅玉

’
は 不和合組合

せ と 推 定 し た ．‘
ひ め か み

’
は

‘
ふ じ

’
×
‘
紅玉

’
の 交 雑実生

か ら得 られ た 品 種 で あ るか ら ， こ の 交 雑 不 和 合性 は ニ ホ

ン ナ シ で 認 め ら れて い る偏 父 性 不 親和 現 象 と考 え られ

（寺 見 ら，1946），‘
ふ じ

’
と

‘
紅 玉

’
が S 遺伝子 を 1つ 共有

して い る こ と を示 し て い る．既 に
‘
ゴ ー

ル デ ン
・デ リ シ

ャ ス
’
と

‘
紅玉

’
が S 遺伝 子 を共有 し な い こ と を明 ら か に

し て い るの で （小 森 ら ，
1993

，
1999），

こ こ で
‘
ゴ ール デ

ン ・デ リ シ ャ ス
’
の S 遺伝 子 型 を （SJa，　SJb＞，

‘
紅 玉

’
を

（SJC，　SJd），‘

ふ じ
’

と
‘

紅玉
’

の 共有 S遺伝 子 を SJCと設 定

し，こ れを踏 ま え て 遺伝解析を行 な う こ と と した．

1．‘
金 星

’
と

’
レ ッ ド ゴ ー

ル ド
’
の 交 雑 不 和 合 性

　　を 用 い た S 遣 伝 子 型 解 析

　
‘
金星 と

‘
レ ッ ドゴール ド

’
は 交雑不和合性 と さ れ （石

山 ら，
1995）， 本 実 験 で も ，

3 年間 に わ た っ て 結 実率が

い ずれ も 10％ 以 下 で あ る こ とが 確 認 され た （第 2表〉．
‘
金 星

’
と

‘
レ ッ ドゴ ー

ル ド
’
は ， と も に

‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ

リ シ ャ ス
’
が 母親 で あ る か ら （第 1図），S 遺伝子の SJa

また は SJb を受け継い で い る こ と に な る．こ こ で 金 星

お よ び
‘
レ ッ ドゴ

ー
ル ド

’
の S 遺伝子 型を （SJa，　SJX） ま

Table　L　Patroclinal　incompatibility　test　in　 Himekami ．

Cross 　combination

（Parent　Gombination ）

　 　 　 No ．　offlowcrs
Year
　 　 　 　 pollinated

Fruitset

（％）

No ．　off ピuit　　　 No．　ofseeds
harvesしed　　　　　　per　fruit

’
Himekami

’
（F × 亅）×

’
Jona【hun

’
　　

層
94

’
Himekami

’
×
’
Jonutham

唱
　 　 　

層
97

’
Jonathaガ X

’
Himckam ゴ　　　　　　 94

Jona【hun　X 　Himekaml　 　　 　　 　 97

“
Flljゴ×

’
Himekami

’
“
Senshu

’
x
’
Himekami

’ ：9595

475414128034 7．106

．725
．0500568

0167212

3、002
．176

．887
，14

Pollen　germina且ion　：

’
Jona山 aパ（1994）＝置2、8％ ，

‘
亅onatha ゴ （1997 ）正26．9 ％ ，’

Himekami
’
（1997 ）

＝71，2％ ，
’
Himekam ゴ〔1997）＝nO 　daしa．

FrUi宣Set　OfSelfed
“
Himekam ゴ，

幽
JOnathan

’
，
’
FUji

’
and

’
SenShU

’
was 　O ％ ．

F ：

幽
FujL 　J ； Jona 山 an

‘
Hirnekami

’
（1994 ＞

＝69．2 ％，
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た は （SJb，
　SJX） とす る と，

‘
国光

’
と
‘
デ リ シ ャ ス

’
は SJX

遺伝子 を共有す る こ と に な る，し か し 両品種 は 交雑和合

な の で （山 田 ら ，
1971）， そ の S遺伝 子 型 は 同

一．・
で は な

い ．
‘
国光

’
の

‘
デ リ シ ャ ス

’
と の 非共有 s 遺伝子 を S」y，

‘
デ リ シ ャ ス

’
の

‘
国光

’
との 非共有 S遺伝子 を SJZと す る

と，
‘
国．光’

は （SJX，　SJy），
‘
デ リシ ャ ス

’
は （SJX，　SJZ）で

表 せ る ，

　
‘
ふ じ

’
は 個 光

’
×
‘
デ リ シ ャ ス

’
の 実 生 の た め，そ の S

遺伝了型 は （sJx，
　sJz） ま た は （sJy，

　sJz） と な る が，
‘
デ

リ シ ャ ス
’
と

‘
ふ じ

’
は 交雑和合 な の で （定盛 ら ，

1963 ；

山 田 ら ， 1971）， そ の s 遺伝 子 型 は （S」y，
SJZ＞ と な る．

こ こ まで の 結 果 をま とめ る と以 下 の よ うに な る．

‘
金星 ，

  ッ ドゴ ール ド
’

‘
国光

’

‘
デ リ シ ャ ス

’

‘
ふ じ

’

1）SJX＝SJaと仮 定 し た 場 合

S
∫
a，SJX ま た は SJb，　SJx　l

SJX、　SJyS

」X，S」ZSJy

，　SJZ ■
　金 星 お よ び

‘
レ ッ ドゴール ド

’
が （SJa，　SJX＞ の 場合

は，両 品 種 の S 遺伝 子 型 は （SJa，　SJa） と な る．こ れ は

通 常 の 交 雑で は可 能性 が 低 い ．ま た
‘
金星

’
お よ び

‘
レ ッ

ドゴ ー
ル ド

’
が （Sjb，　SJX） の 場 合 は，両 品 種 の S 遺 伝

子型 は （SJa，　SJb） とな る ．し か し，
‘
金 星

’
お よび

‘
レ ッ

ドゴ ー
ル ド

’
と （SJU．　S．lb ）型 の

‘
ゴ ー

ル デ ン
・デ リ シ ャ

ス
’
と は 交雑和合 で あ る た め （山 田 ら ，

1971 ；石山 ら，

1995），S遺伝子 の SJX≠ SJaと推定 され る．

2 ）SJX＝ SJb と 仮 定 し た 場 合

　金 星 お よび   ッ ドゴ ール ド
’
が （S．ra，　S亅x ）の 場合，

そ の S 遺 伝 子 型 は （SJa，　SJb） と な り，（S 亅b．　SJx） の 場

合 は，（SJb，　SJb） と な る た め，1） と同 様 の 理 由 で 可 能

性 は 低 く，SJXニSJb で は な い と推定 され る，

3＞
‘

ふ じ
’
の SJC因 子

　結果お よび 考察 の 冒頭 で 述 べ た よ う に，
‘
ふ じ

’
は SJC

因 子 をもつ と設 定 し た の で，SJy＝s亅c ま た は sJz＝sJc

で あ り SJX≠ SJC で あ る．こ の 関 係 をま と め る と以 下 の

よ うに な る．

‘
金星

’
，

‘
レ ツ ドゴ ー

ル ド

個 光
’

‘
デ リシ ャ ズ

‘
ふ じ

’

「
鸞州

1

■
　 　 　 Slx、　SJZ

　　　S・C，・Slz　 」

S∫y＝SJCの 場合 　　SJZ＝SJCの 場合

　　　　　　　鴇 鵡 祠

　 　 　 　 　 　 　 S亅x ≠ SJa，　S亅b，　SJC

4 ）S，x
＝SJd と 仮 定 し た 場 合

iiiii｛i　l
　金 星

’
，
‘
レ ッ ドゴー

ル ド
’
，
‘
国光

’
，
‘
デ リ シ ャ ズ

， およ

び
’
ふ じ

’
の 関 係 は 以 下 の よ う に な る ．

　　　　　　　　 SJy＝SJC の 場合 　　　SJZ＝S．rc の 場 合

‘
金 星

’
，

‘
レツ ドゴール ド

’

個 光
’

‘
デ リ シ ャ ス

’

’
ふ じ

’
　　 」

、。 、、
d または ，、b，，訓 、Ja、

　S．，d 、たは S、b、
　S、d

i劇
SJd，　Sが

S」C，　SrdSJC

、　SJ｝’

　SJY＝SJeの 場合，
‘
国光

’
の s 遺伝 子 型 が （SJC，　SJd＞

と な り
‘
紅 玉

’
と 同 型 と な る が，

‘
国光

’
と
‘
紅 玉

’
は 正 逆両

面 で 交 雑 和 合 で あ る （山 田 ら，1971）．ま た SJZ＝SJCの

場 合，
‘
デ リ シ ャ ス

’
の S 遺 伝 子 型 が （SJC，　SJd）と な り

‘
紅 玉

’
と同 型 と な る が，

‘
デ リ シ ャ ス

’
と
‘
紅 玉

’
は正 逆両

面 と も交 雑和合 な の で （山 田 ら，1971），SJX＝SJd は 成

り立 た ない 。し た が っ て SJX は SJat・Sjd の 既知 の S 遺

伝子 で は な い ．こ こ で 新 し く SJXニSJe と規定す る と
‘
金

星
’
，
’
レ ッ ドゴール ド

’
，個 光

’
，
‘
デ リ シ ャ ス

’
，
‘
ふ じ

’
の

関 係 は 以 ドの よ う に な る．

　　　　　　　　 SJy＝SJcの 場 合 　　　SJz＝SJcの 場 合

｝i訓紫］隙」
5 ）

画
紅 玉

＋
と

1デ リ シ ャ ス
’
の 共 有 因 子

　
‘

紅玉
’
と

‘

デ リ シ ャ ス
’
は そ の 交 雑 実 生 が 偏父 性 不 親 和

を示 した こ と か ら （第 3表），S 遺伝 子 を 1 つ 共 有 し て

い る．こ の こ と か ら SJy＝SJC の 場合，　 SJZ＝SJC ま た は

Tahle　2．　Fruit　set 　f〔｝110wingreciproca］cr 〔｝sses 　in　
‘
Redgold

’
and

‘
Kinsei

’
．

Cross　combination Year
No，　of 　flowers

pot］inated
Fruiしse 且

（％〕

No ．　of 廿 uitharvested

幽
Kinscゴ　X 　

‘
Redgotd

’
幽
Kinseゴ　×　

’
Rcdgold

’

Redgol ご ×　
’
Kinsei

’

Redgold　 X 　
’
KinseI

層
93
層
94
’
93
’
95

05002121 OOOO

0

Poll巳n　gerrnination　r　 Redgold　q993 ）＝67．0 ％，　 Redgold （1994）＝85．7 ％，
』
Kinsei（1993）ヨ74．0 ％，’

Kinsei
’
‘1994＞＝70、0 ％．

Fruit　sc 【of 　sclfbd
’
Kinsei

層
跚 d

」
Redgold

層
was 　O ％ both　in　1993　and 　1994 ，
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Table　3．　Patroclinal　i皿 compatibility 　test　in
‘
Jonathan

’
and

‘
Starking　Delicious

’
progenies．

Cross　combination

（Parent 　combination ）

　 　 　 No，　offiowers
Year
　 　 　 　 po］linated

Fruit　set

（％）

No ，　of　fruit　　　 No ．　of　secds
harveSted　　　　　　per　fruit

’
SD
’

×　
‘
Hollゾ（J × SD）

巨
Sげ　×　

‘
Hol1ゾLSD’

×　
’
∫onader （」× SD）’

SD
’

×　
’
Melrose

’
（J × SD ）ESD’

×　
「
Melrose

’
’
JQnathan

’
×　U−45（SD × 1）

Jonathan　 X 　U−45
Holiy　　 X 　SD
EJonade

ゴ　 × 　
‘
SD
’

U −45　　　 X 　 Jonathan

’
Fuji

’
X 　

“
H （｝1】ゾ

Fuji　 ×　　Jonadel’
Fuji

’
× 　

’
Melrose

’

Fujl　× 　U−45
SD 　 ×　 U−45
’
Holly

’
　　 ×　

」
Toukou

’
‘
JQnadeゴ　　×　

’
Toukou

’

Melrose
’

x
‘
Toukou

層

U −45　　　X 　
’
ToukOピ

94
’
95
’
94
’
94
’
95
’
94
’
95
’
95
’
95
’
95

’
94
層
94
’
94
’
94
’
94
’
97
唱
97
’
g7
’
g7

50357508981
　
1
　

1
　
1
　
　　
1
　

1

378624444111212222

0000000000

53．970
、655
、650
．041
．750
．09

正．762
．566
．7

698047223　

　

　

1
　
　
　
　　
1
　
1

5，836
．008
．387
．007
，509
．716
．676
．086
．67

Pollen　germination；
‘
Holly

’
〔1994）≡34．8 ％ ，

’
Hol ］y

’
（1995 ）

＝73．7 ％ ，
‘
Jonadeピ（1994 ）

＝3］．5 ％ ，
‘
Melrose

’
（1994）

≡42、9 ％，Melrose
’
（1995）＝74，4 ％，　U−45 （1994）≡36．4 ％，　U−45〔1995）≡63．6 ％．

‘
SD
’
（1995）＝32．8 ％，’

Jonathan
’
（1995）≡61．0 ％ ，

’
Teukou

’
（1995 ）

＝no 　data，
FrUi巳Set　Of　se 【fed

’
SD
’
，
‘
亅Ona 血 an

’
，
’
HOIIy

’
，
’
JOnadeゴ，

’
MelrOSe

’
　，　U −45，　and

‘
Fajゴ was 　O ％ ．

J ； 亅ona 山 an ，SD ： Starking　Delisious

SJZ＝ Sld で あ る．

　SJz＝ sJc とす る と，
‘
ふ じ

’
の s 遺伝子型 は （SJc，

　SJc）

と な り，通常 の 交雑 で は 可能性 が 低 く，また こ の 場合
‘
国光

’
と

‘
デ リ シ ャ ス

’
が 同

一
遺伝子型 と な るが

， 前述 の

よ う に
‘
国光

’
と

‘
デ リ シ ャ ス

’
は正 逆交雑 で 和合性 を示 す

の で SJZ≠ SJCと 推定 され る．

　SJZ＝ SJd と す る と ，

‘
ふ じ

’
の S 遺 伝 子 型 は （SJC，

SJd） と な り
‘
紅 玉

’
と 同 じ に な る が，

‘
ふ じ

’
と

‘
紅 玉

’
は

正 逆交雑 で 和合性 で あ る （山 田 ら，1971）．し た が っ て

SJZ≠ SJd で あ る．

　ゆ え に S」y＝SJC は 成 り立 た ず，　 SJZ＝Slc と推定 され

る．

　 こ こ ま で の 金 星
’
，  ッ ドゴール ド

’
，
‘
国光

’
，

‘
デ リ シ

ャ ス
’
，
‘
ふ じ

’
の 関係 を示 す と以 下 の よ う に な る．

　　　　　　　　　　　　　　　 SJZ＝ S
∫
c の 場 合

金 星 ，
‘
レ ッ ドゴ ール ド

’

‘
国光

’

L
デ リシ ャ ス

’

’
ふ じ

’

SJa，　SJeまた は SJb，　SJe

　　　 SJe，　SJy

　 　 　 SJC，　SJe

　 　 　 SJC，　S亅y

こ の 時点 で
‘

デ リシ ャ ス
’

が （SJC，　SJe） と決 定 し た．

6）SJy＝SJC，　Sjd ま た は SJe の 場 合

　sJy＝SJc と す る と，
‘
ふ じ

’
の S 遺伝 子 型 が （sJC，　s．lc）

と な り，ま た
‘
国光

’
と

‘
デ リ シ ャ ス

’
が 同

一
遺伝子型 と な

る が
， 前述 の よ う に

‘
国光

’
と
‘
デ リ シ ャ ス

’
は 正 逆交雑 で

和 合 性 を 示 す．SJy＝ SJd とす る と，
‘
ふ じ

’
の S 遺 伝 子 型

は （SJC，　SJd） と な る が，前述 の と お り
‘
ふ じ

’
と

‘
紅玉

’

（SJC，　SJd＞ は 正逆両面 と も交雑和合で ある ．　 SJy＝SJe と

す る と，
‘
国光

’
の S 遺伝子型 が （SJe，　SJe） と なり， ま

た
‘
ふ じ

’
と

‘
デ リシ ャ ス

’
が 同

一
遺伝子型 とな る が，前述

の よう に
‘
ふ じ

’
と

‘
デ リシ ャ ス

’
は 正逆交雑 で と もに 和合

性 を示 す，以 上 の こ とか ら，SJy≠ SJc，　 SJd，
　 SJe と な り ，

SJy＝ SJa，　 SJyニ SJb，　 SJyニ SJf （未 知 の S 遺 伝 子 ） の 3

と お りの み 可能で あ る，こ の 関係 は
‘
国光

’
と
‘
紅 玉

’
の 交

雑実生 で あ る 8 品種
・
系統 が い ずれも偏父性不親和を示

さず （第 4 表），S 遺伝子 を共有 し て い な い 可能性 が 高

い こ と と矛盾 し ない ，

7）SJy・ ・SJa と仮 定 し た場 合

　金 星
’
，
‘
レ ッ ドゴ ール ド

’
，
‘
国 光 お よ び

‘
ふ じ

’
の 関 係

は 以 下 の よ うに な る．

「錨 鬥 r欝 鬥
　
‘
金星

’
と
‘
レ ッ ド ゴ ー

ル ド
’
の S 遺伝 子型 が （SJa，　S」e）

の 場 合 ，
‘
国 光

’
は

‘
金 星

’
，
‘
レ ッ ド ゴ ール ド

’
と同

一 S 遺

伝 子 型 と な る．し か し 個 光
’
と 金 星

’
お よ び

‘
国 光

’
と

‘
レ ッ ドゴ ール ド

’
の 正 逆交雑 は と もに親和性 が高 い （山

田 ら，ユ971 ；石山 ら，1995＞．し た が っ て S」y＝SJa の 場

合，唯
一

の 可能 な S 遺伝子型 の 関係 は 以下 の よう に な

る，
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Table　4．Patroclinal　incompatibility　tesしin　Ralls　Janet
’

and
’
lonathanl　 progenies．

Cross　cornbination

（Parent　combination ）

　 　 　 No ，of 　flowers
Year
　 　 　 　 pollinated

FrUit　set

（％）

No ．of 「？uit 　 　　 No ，　of 　seeds

harvested　　　　　　per　fruit

Jonathan　　×　正一172 （RJ × J）　　　　　　94
‘
JDna山an

’
　×　卜259 （R亅× J〕　　　　

’
g4

“
Jonathan

’
　X 　1−66】（R∫× 」）　　　　　

’
94

Jonathan　 X 　I−6S7 （RJ　X 　J）　　　　　 94
‘
Jona山an

’
　X　

‘
Shinkou

’
　（RJ　X　J）　　

’
94

Jonathan　 x　Touhoku　5（RJ × 」）　　94
’
∫011athan

層
　×　Touhoku　6 （RJ × 」）　　

’
g4

田

田

即

即

田

即

即

即

’
SD
’

’
SD
’

’
SD
’

’
SD
’

LSD’
‘
SD
’

’
SD
’

’
SD
’

X 　
’
Fukutami

’
（J　X　RJ）　

層
94

×　　1−172　　　　　　　　　　　　　94

× 　1−259　　　　　　　　　　　　94

×　 且一661　　　　　　　　　　　　94

×　 1−687　　　　　　　　　　　　94

×　　Shinkou　　　　　　　　　　94

×　Touhoku　5　　　　　　　　 94

X 　Touhoku　6　　　　　　　 94

X 　凵 72

×　1−259
×　1−661X
　I−687X
　
’
Shinkou

層

X 　 Touhoku　5

×　　Touhoku　6

X 　　
’
Fukutami

’

’
94
’
95
’
97
’
94
’
94
’
94
’
95
’
94

5554

，
5564564353350457404

11211111

60．040
．060
、064
．353
．340
、062
．5IOO73

．362
．550
．046
．286
．738546

．253

．360
．079
．273
．358
．850
．010071

．4

66687

一
513510

一
6H4676738509

6、385
ρ06

．176
．384
．577

．605

．156
．208
．30

7．917
，007
．5D7

．575
、505
、718
．337
．136
．606
．805
．78

Polten　germinatlon ：1−172（1994）＝585 ％，1−259 （1994）＝63．9 ％．1−259 （1995）；48．3 ％，1−661 （1994｝三66．7 ％，
1−661〔1997）≡83．3 ％．1−687（1994）＝53．6％，

“
Shinkou

「
（1994）＝53、9％，　Touheku　5（且994）＝4D，0％．

Touhoku 　6（呈994）＝75，4 ％，Touhoku　6 （1995）＝33．3 ％，　Fukaしami （1994）＝67．6 ％．
Fruiしsct 　of 　se ］fcd　

LJena
山 un

’
and

‘
SD
層

was 　O ％，
Fruit　se匸was 　lO．0 ％，and　seed　number 　per　fruit　was 　O　in　selfed　RJ ．
RJ ：

’
Ru”s　Janet

’
，」 ：

’
∫（mathan

’
，SD ；

’
Starking　Delicious

’
一

：No 　data

鬮
ツ ー

］陰；；i…
8＞SJy＝ SJb と 仮 定 し た 場 合

　
‘
金 星 ，

‘
レ ッ ドゴ ール ド

’
，
‘
国光

’
お よ び ふ じ

’
の 関係

は 以 下 の よ うに な る，

鬮
ツ ド

ー噤紺 1
　 金 星

’
と

‘
レ ッ ド ゴ ール ド

’
の S 遺伝 子 型 が （Slb，

SJe） の 場合，
‘
国光

’
は

‘
金 星

’
，
‘
レ ッ ドゴ ール ド

’
と 同

一

S 遺伝子 型 と な る．前 述 の と お り 個 光
’
と

‘
金星 ，

‘
国光

’

と
‘
レ ッ ド ゴ ー

ル ド
’
は 交 雑 和 合 な の で ，SJy＝ s，b の 場

合 の 唯
一

可能 な S 遺伝子型 の 関 係 は 以 ドの よ う に な る．

「鴛 鬥
9 ）SJy＝SJfと 仮 定 し た 場 合

「
SJa，　SJeSJb

，　SJeSJb

，　SJC ］
SJfは こ こ ま で の 解析で 現 れ た SJa〜SJe と は異 な る新

しい S 遺 伝 子 で あ り ， 金 星 ，

‘
レ ッ ドゴ

ー
ル ド

’
，
‘
国光

’
，

‘
ふ じ

’
の 関 係 は 以 ドの よ う に な る．

［鍵
ツ

ー 「
躍

欝門
7），8），9） か ら得 られ た 知見より

‘
金星

’
t

‘
レ ッ ドゴ ー

ル ド
’
，

‘
国 光

’
，

‘
ふ じ

’
の 関 係 は 以 下 の 4 と お り が 可 能 で

あ る．

瞬一1；；；能1計匡欝1
2 ．‘

千 秋 と
‘
い わ か み

’
の 交 雑 不 和 合 性 の 解 析

1）
‘
ふ じ

’
と

‘
千 秋 ，

‘
い わ か み の S 遺 伝 子 型 の 関

　　係

　本試験 で は
‘
千秋

’
と
‘
い わ か み

’
の 正 逆 交雑 は 2 年間 ほ

とん ど 結実 し な か っ た が （第 5表），同様 の 結果 は 小松

（私信） も確認 し て お り，こ れ ら 2 品種 の S 遺伝子型 は

同
一

と推定 され た．
‘
千秋 と

‘
い わ か み

’
は と もに

‘
ふ じ

’

の 実 生 で あ り （第 1 図），し か も
‘
い わ か み

’
が

‘
ふ じ

’
と

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

922 小森 貞男 ・副島淳
一・伊藤祐司 ・別 所英男

・
阿部和幸

・
古藤田 信博

Table　5，　Fruit　seしand 　number 　of 　s 巳eds 　per　fruit　following　r己dprocal　cross ¢ s　between
‘
Senshu

’
and 　

EIwakamf
．

Cross　cornbination
　 　 　 No ．　ofnowers
Year
　 　 　 　 PDIIinuted

Fruiしset

（％〉

No ．offruit 　　　 No ．　ef　seeds
harvested　　　　　　　per　fruit

“
Senshul　 X 　 Iwakami
‘
Senshu

’
　 ×　

’
［wakami

’
lwakami　 x 　

卜
Scnshu

’
’
lwakami

’
　×　

’
Senshu

’

’
9394

層
93
層
94

050

’
3

2111 Ol3

．300 2 1．00

PQ］len　gcrmination：
’
lwakami

’
（】993）

＝80．2 ％，　
Elwakami’

（1994）＝76．6 ％，
’
Senshu

’
（i993＞＝100 ％ ，

Senshu　（1994）＝419 ％ ．
Fruit　set　of 　sclf ¢ d

‘
Senshu

’
and

’
lwakami

’
was 　O ％ both　1993　and 　1994．

偏父性不親和 を示 さな い （吉田 ら，1985） こ とか ら，第

2 図 に 示 し た ように
‘
ふ じ

’
の S 遺伝子型 に 対応 し て

‘
い

わ か み
’
の S 遺伝 子 型 が 決 ま っ て く る．す な わ ち

‘
千秋

と
‘
い わ か み

’
を加 え た S 遺 伝 子 型 の 関 係 を示 す と 以 下 の

よ うに な る．

鍬 、 ，嘱 ・コ

；駁漏1隱卵
SJa，　SJe

S」b，SJeSJb

，　SJC

、SJb，　S3d

悉翻
匿 劉

2）
‘
東 光

’
の S 遺 伝 子 型 の 解 析

　
‘
ふ じ

’＝ （SJa，　SJC） の 場 合，上 述 の よ うに
‘

千秋
’

と

‘
い わ か み

’
の 遺伝子型 は （SJa．　SJd＞ と な る ，

‘
千秋

’
は

‘
東光

’
×
‘
ふ じ

’
で あ るか ら ，

‘
千秋 の SJd 因子 は

‘
東光

’
に

由 来す る こ と に な る，さ ら に 凍 光
’
は

‘
ゴー

ル デ ン ・デ

リ シ ャ ス
’
×
‘
印度

’
で あ り，

‘
ゴ ール デ ン ・デ リ シ ャ ス

’
の

S 遺 伝 子 型 は （S」a ，SJb） な の で
‘
東 光

’
の S 遺 伝 子 型 は

（SJa，
　SJd） か （S」b，

　SJd）の い ず れ か で あ る．と こ ろ が

‘
東光

’
と

‘
千秋

’
は 交雑和合で あ る か ら （丹野 ら，1980），

‘
東光

’
の S 遺伝子型 は （SJb，　SJd） で ，　 SJd 因子 は

‘
印度

’

に 由来す る こ と に な る．同様 に
‘
ふ じ

’
の S 遺伝子型 が

（SJb，　SJc） の 場合 千 秋
’
は （SJb，　SJd） で あ る か ら

‘
東

光
’
の S 遺 伝 子 型 は （SJa，　SJd） と な る．ま た

‘
ふ じ

’
が

（SJC，
　SJf＞ の 場 合

‘
千 秋

’
は （S，d，　SJf） で あ る か ら

‘
東 光

’

の S 遺伝子型 は （S」a，S」d） ま た は （SJb，　S，d） の 2 と

お りの 可 能性 が あ る．い ずれ に し て も
‘
東光 の S」d 因子

は
‘
印度

’
に由来す る こ と に な る．

3 ．1

ふ じ
’
の S 遺 伝 子 型 の 決 定

1）
’
ふ じ

’
が （SJa，　SJC＞ ま た は （SJb，　SJC＞ で あ る

　　 と 仮 定 し た 場 合

　 こ の 場合
‘
ふ じ

’
に

‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ス
’
と
‘
紅 玉

’

の 実生群を交雑す る と
， 第 3 図の ように 和合 ：不和合 が

3 ：1 に 分 離す る はず で あ る，実際 の 交雑結果 は ，調査

した 8組 合 せ の すべ て が 和合性 を示 し た （第 6 表），こ

の こ とは
‘
ふ じ

’
が （SJa，　SJC）ま た は （Slb，　SJC）で あ る

こ と と 矛盾 し て お り，
‘
ふ じ

’
の S 遺伝子 型 が （SjC，　 SJf）

で あ る こ と を示唆 し て い る ．さ ら に
‘
は つ あ ぎ の 交 雑親

♀

一

（Sla，SJc＞　（SJb，SJc）　（SJc，SJf）

dfSSCdSSddSSbCSSddSSaCSS

，
　

）

跏

d

血

畠

a

　

In
　
cO

　

丿

JS

♂

Hg．2，　Presumed　genotypes　of　‘lwakami ’．

和性 や，
‘
は つ あ き

’
と
‘
ふ じ

’
の 交雑実 生 を 用 い た解 析 か

ら，
t

ふ じ
’
の S 遺伝子型 に つ い て 検討を加 え る．

2 ）
1
は つ あ き

’
の 交 雑 親 和 性

　 は つ あ ぎ は
‘
紅 玉

’
×
‘
ゴ ール デ ン ・デ リ シ ャ ス

’
で あ

る か ら S遺伝 子 型 は （SJa，　SJc）， （SJa，　SJd＞， （SJb，　SJc），

（S，b，S」d） の 4 通 りの 可能性 が あ る．‘

ふ じ
’
，

‘

千 秋
’
，

凍 光
’
に

‘
は つ あ ぎ を受粉 し た 場合，交雑親和性 は各品

種 の 推定 さ れ る S 遺伝子型 に 対応 し て 第 4 図 に 示 し た

よ うに 異 な っ て く る，実 際 の 交 雑 の 結 果 で は
‘
は つ あ ぎ

は
‘
ふ じ

’
，
‘
千 秋 ，

‘
東光

’
の い ずれ と も和合性 を示 し た

（第 7 表 ）．し た が っ て 第 4 図 の 口 の 部 分 の み が 交雑

結果 と一致 し て い る と考 え られ る．

3）
’
は つ あ き

’
と

‘
ふ じ

’
の 交 雑 実 生 群 の 和 合 ：不

　　和 合 の 分 離 比

　
‘
は つ あ き

’
と

‘
ふ じ

’
の 交雑実生 群 に

‘
ゴ ー

ル デ ン
・デ

リ シ ャ ス
’
お よ び

’
は つ あ ぎ を受粉 し，そ の 和 合 ：不 和

合 の 分 離 個 体 数 を集 計 し た 結 果 を 第 8 表 に 示 し た．
‘
は

つ あ ぎ ×
‘
ふ じ

’
の 交 雑実 生 群 に

‘
ゴ ール デ ン ・デ リシ ャ

ズ お よび
‘
は つ あ ぎ を受粉 し た場合 は 全 個体 が 和合性

を示 し た が，
‘
ふ じ

’
×
‘
はつ あ ぎ の 交雑実 生 群 に

‘
ゴ ー

ル

デ ン ・デ リ シ ャ ス
’
を受粉 し た場合 は ，和合 ：不和合 の

個体数 が 4 ：1，
‘
は つ あ き

’
を受粉 し た 場合 は 6 ：4 で あ

っ た，（
‘
ふ じ

’
×
‘
は つ あ ぎ ） ×

‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リシ ャ ス
’

の 分 離 個 体 数 が 4 ：1 で あ っ た た め ，
こ の 値 を 1 ：0，3

：1，1 ： 1の い ずれ と も判断で きな か っ た．そ こ で （
‘
は

つ あき
’
×
‘
ふ じ

’
〉 ×

‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ス
’
と　eはつ

あぎ ×
‘
ふ じ

’
〉 ×

‘
は つ あ ぎ の 分離比 を 1 ：0，（

L

ふ じ
’
×

‘
は つ あ ぎ ） ×

‘
は つ あぎ を 1 ：1 と 仮定 し て ，

‘
は つ あ

ぎ と
‘
ふ じ

’
の 実生 群 に

‘
ゴー

ル デ ン ・デ リシ ャ ス
’
と
‘
は

つ あ ぎ を交 雑 し た場 合 の 和 合 ：不 和 合 の 理 論 上 の 分 離

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Genotype  of  
`Jonathan'

and  
`Go!den

 Delicious'

progenies

{Sja, SJc)

(s,a, S,d)
(S,b,S,c)
{S,b, S,d)4t
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Fig.

Table 6.
      '

3, Iheoretical cross  compatibility  in
`Go]den

 Delicious' progenies,
+: compatible,  

-:
 incompatible

i

 Presumed segregation  ratio

  Fruit sct  and  number  of  seeds  per             '
GoldenDeticious progenies.

'Fuj{'
 crossed  with

fruiLin'Fuji'

`Jonathan'

crossed  with

and

'Jonathan'und

923

Crosscombination

(Parcntcombination)
YearNo,effiowers

 pollinated

 Fruitset(%)No.  of  fuitharvestedNo,ofseeds
 peT fruit

'Fuji'

 ×

Fuji ×

'Fuji'

 ×

'Foji'

 X'Fiiji'

 ×

'Fuji'
 ×

'Fuji'
 ×

'Fuii'

 ×

'Hatsuaki'

 (J × GD)

Ri.24 (J ×  GD)

Ri-34  (J ×  GD)

Ri.51  (J ×  GD)

Ri-93 (J × GD)

Touhoku  10 {J ×  GD)
'Kagayaki'

 (GD × J)
'TaiyouS'

 {GD × J)

 94

 94'

 94'

 94'

 94

 94'94

 94

11ISISl413ISIS16 63.6

 60.066.771,4

 30.8

 so.o66.7IOO

797104121016 6,297.786.S77.909.008.087.309.50

Po]ten germination  , 
'Hatsllaki'

 
=

 63.2 %, Ri-24 = 1oo %, Ri-34 ± 60.9 %
Touhoku  10 !i  62.9  %,  

'Kagayaki'
 =  68.3 %,  

'Taiyou

 S' =  S7.S %.

Fruit set  ef  selfed  

'Faji'
 vL'as O %.

J/'Jonathan'  GD/'GoldenDelicious'         '

    Table7,  Fruit set and  nurnber  ofseedsper  t'ruit in 
'Fuji','Senshu'

         with  
'Hatsuaki',

Ri.5]-46,4%,

and

Ri.93 - 37.1 %

'Toukou'crossed

,

Crosscombination YearNe,
 of  fiowers

 potlinuted

Fruit set

 (%)
Ne. of  fruithan'ested

'Fuji''Senshu''Toukou'
×

×

XHatsuaki'Hatsuaki'Hatsuaki'

'
 94'

 94

 94

111413 63.664,376.9 7103

No.ofseeds

 per t'ruit

  6,29

  S.70

 11.67

Pollengermination             '
Fruit set of  selfed/

 Hutsuuki  =
  tt/ t          '
Fuji , Senshu632%.and Toukou wusO%.

Presumedeneteofeachcu]tivar
"Fuj']'{SJa,Sjc)`Senshu''Toukou'

(s,a,s,d)(s,b,s,d)'Fujj'(S,b,S,c)`Senshu''Toukou'(S,d,S,b)(S,a,S,d)`Fuji''`Senshu'(s,c,s,f)(s,d,s,f){s,a,s,d)(s,b,

`Toukou'S,d)

(Sia,S:c>- + + + + + + + + +

Presumed(SJa,Sjd)+ - + + + - + + - +

genotypeol
'Hatsuaki'{S,b,S,c)+

+ + - + + + + + +

{S,b,S,d)l+ +

Fig.

     
- + - +

4. Theoretical cross  compatibility  of  
'Hatsuaki'.

+; eornpatible,  
-:

 incompatible

=  / 1[he data in this mark  corresponds  withTable  7.
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924 小 森貞男
・
副島 淳

一・
伊 藤祐司

・
別所 英男

・阿部和幸 ・古藤田信博

比 （第 9表〉と 比 較 し た ．和合 1不 和合の 理 論上 の 分離

比 は
‘

は つ あ ぎ と
‘
ふ じ

’
の S 遺伝子 型 に 対応 し て 異 な っ

て くるが，比較 の 結果，実 際の 分 離比 に適 合 して い る の

は，第 9表の 鬮 の 部 分 の み と考 え られ た．こ の 場合 ，

（
‘
ふ じ

’
×
‘
はつ あ ぎ ） ×

‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リシ ャ ス
’
の 不

和合性 を示 し た 1 個体 が，理 論値 との ズ レ を 生 じ させ て

い る が ，その 原因は 柱頭 に 付着 し た 花粉量 の 不足や コ ン

タ ミネ ーシ ョ ン 等が 考 え ら れ る が
， 詳細 は 不明で あ る ．

　第 4 図 と第 9 表 を照 合す る と
，
3 の 2），

3）を同時 に

満 た して い る
‘

ふ じ
’
の S 遺伝 子 型 は （SJC，　SJf）の 場合

の み で あ る．

　以上 1），2），3） の 知見 か ら
‘

ふ じ
’

の S 遺伝 子 型 は

（SJC，　SJf＞ と 推定 さ れ る．ま た ，　
t

は つ あ ぎ の S 遺伝子

型 は （SJa，　SJc） ま た は （SJb，　SJc） の い ずれか と 考 え ら

れ る （第 4 図 ；第 9表）．

　
‘

金 星 ，

‘
レ ッ ドゴ ール ド

’

，

‘

国光
’

，

‘
ふ じ

’
，

‘
い わか み

’
，

‘
千秋 ，

‘
東光

’
の 関 係 は以 下の よ うに な る，

Table　8．　Segregation　of　compatible 　and 　incornpatible　individuals
　　 in　the　progenies　of 　

“Hatsuaki’
and 　

‘
Fuji

’
crossed 　with

　 　
‘
GOIden　DeliCieU9

’
Or 　

’
HatSUaki

’
．

’
，

ゴー丿
’

’

いわか

’

SJa，　SJe

Cross　combination Compatib【e ：IncompatibLe

（H × F）× GD

（HXF ）XH

（FXH ）XGD

（F × H ）× H

00140046

H ： Hats廳 akL 　F ： Fuji，GD ： Golden　Delicious

Tab 且e　 9．　Theoretical　 segregation 　ratio　of　 compatible 　 and

　　 incompatible　 individuals　 in
‘
Hatsuaki

’
and

’
Fuji

’

　　 progellies　crossed 　with
‘
Golden　Delicious

’
oピ Hatsuakゴ．

besumed 　genotype　 　Cr。 ss

of
‘
Hatsuaki

’
　　 CombinationPresumed

　genotype 　of 　Fuii

（S，a，　SJC）　（SJb，　SJC）　（S亅c，　Slf）

（H × F）× GD

〔H × F）× H

〔F × H ）× GD

（F × H ＞XH

畆
0001
．，　−　　．　，　　　．　，　　　−　」

　
1　
@1@

　
　

ー
冊

1

1 　 SJe ，　
f 　 　 　 　 　 　 　

た は 　SJC ，

SJf 　SJd

　
SJfJa ，　Sld

ま
たはSJ

C　S」 d （SJ

C 　 Slc ）
　

　

　　 　 ’um ヨ （HXF ） XG

@l： 013 ：1 〔 H ×F）×H　　　　

G0　 ； 　　 1 ； 0 〔FXH）×GD 　 　

　l ： 0 　｛ 　 3 ； 1 （ FXH ）X

@

　

　

l

1丿
　

1
：0

00SJb，　S

（ SJa ．　

d） （H ×

j× GD （H

F）× H （

~H

）

×

i~jXH1
1

一

g

イ

　

ー ，，』 000G1

　 1 　− 　

　S．Te ，　S

　
S」C ，SJf 　SJd

　SJfJa，　

ま゚ た 1よSJb

SI （SJ

C　 SJC ）

HXF ）×GD

（~F

）

×

（F×H｝XGD

F

×

H
XH

　

00
，−　齟，　．，　

． 蜘 短」 1010
翫
L 翫L （SJb

．
　Sld ＞ H ；“HatSUak

，F ； ’ FUji’，GD ；’ GOIden 　Det

ieus’ 乙Compa【ible： IncompatibleT − ．：：コ： The　ratio 　in山is 　mark　c

esponds 　wi 山 the　 data 　in
　Table 　

8
，

の
時
点 で，‘国光’は（SJe ， 　 SJf ）， ‘

千
秋 ’

お
よ び ‘ い わ

み
’は

（SJd ， 　 SJf ）
と
決 定 し た ．し かし‘東光

の S 遺 伝子 型は ‘ 金 星’と‘ レ ッドゴ ー ルド ’

2とお
り の

S
遺 伝子 型 に 対 応

て そ れ ぞ
れ2 と

お り ず つの 可 能 性 が あ る
． 4

． ’東 光

の S 遺伝子 型 の決定 　 こ こ で
‘
ゴー

ル
デ ン・デ ワ シ ャ

から‘
東

光
’に伝わっ た S 遺 伝 子 を S 亅 a と 規定す る と ‘ 東光’ の

笂 ` 子 型 は
（SJa ，

　 S 亅d ）
と な

る
．
こ
こま で の 解

でSJa ま た は SJb を 有 して い る のは‘金 星
，
‘

ッド ゴ ー ルド ’， ‘ は
つ
あ ぎの 3 品

種で ある か ら，今

この 3 品

のS 遺伝子

は‘ゴ ー ル デ ン ・ デ リ シ ャ ス ’ お よ び ‘ 東 光 ’ と

関 係 から 決 定

ｳ れる ， 5
．
結　論

　本
実 験

で S 遺 伝子 型 の 明 ら
か

なった 品種は以下の とお
り
であ

る

　 　　（SJa ，　S」b
）
＝‘

ゴ
ー

ル
デ ン ・ デ

リ

ャス’ 　　　（S」a ，Sld ）＝ ‘ 東
光

　 　　（SJC ，　S」d

） ＝
‘

玉’， ‘ひめかみ’ 　　　
（SJC ，

　SJe ）
＝

デリシ ャス’
　　

　
（S」C

，SJ

j ＝ ‘ ふ じ ’ 　　 　 （SJd ，　 SJf ） ＝ ‘ 千

’ ， ‘ い わ か み ’ 　 　 　 （ S

， 　 SJf ） ＝ ‘ 国 光 ’ 　 こ のように， 現段階で6つ の S遺

子 と 7 つの S 遺 伝子型 の 存在が明 ら か になった．

リ ンゴの S 遺 伝子型 の 解 析 は Kobe1 ら （ 1939 ）が1
個の S 対 立 遺伝子と22 品種 （2 倍 体 品 種 10 ，3 倍体

種 12 ） の S 遺伝 子型 を設定した の に 始 まる ， Ko

l は ヨ
ー
ロッパの品種を中心に解析 を行っ ており， S遺伝子

「
型が 決定された

品
種

う

ち 果樹試 験場 リンゴ支場 で保有 す
る
品種は‘Transparent 　de

　
Croncels ’，

Ontario’
，

‘Adams 　Pearmain ’ ， 　‘ Reine

e 　 du 　 Canada ’ ， 　‘ RibstonP

pin ’ ，‘ Gravenstein ’ の 6 品種 で ， い

れも日 本での 栽培は ほ と んど な く ， 現 在の日 本 の

種 の 交 配 親 と し て もほと ん ど 使 われてい な い．し

がって こ れ ら品 種 の 交 雑実 生 も 存 在
せ

ず ， 現 状では 著者らがS 遺 伝

型を設 定 し た 品 種との 交 雑 不 和 合 性 か ら S
遺伝子型の異同を 考察する の は

可 能であ る．ま た Manganaris ・ Alston

（1987 ）はGOT − 1 ア イ ソザイ ム の a ， 　 b ，

c ， 　 d ，　 e ，　 n の 6 つ 複 対 立 遺 伝 子 とS 遺

子の連
鎖
を用 い て 25 品 種 13 系統 の S 遺 伝子型を 決 定 して い



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

園学雑，（J．Japan．　Soc．　Hort．　Sci．）67（6）：917−926．1998． 925

‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ズ （a，e ） と
‘
紅 玉

’
（b，c） で あ

る．　さ ら に BatUe ら　（1995）　は Kobel ら　（1939）　が S

遺伝子型 を決定 し た 10 の 2 倍体品種 と
‘Cox ’s　Orange

Pippin’お よ び
‘ldared’の GOT −J ア イ ソ ザ イ ム 型 を解 析

し，Manganaris ・Alston （1987） と Kobel ら　（1939）

の 結果の 対応 関 係を探 っ て い る．そ の 結 果，主 要 な 品種

で は ℃ ox
’
s　Orange　Pippin’（S5，　Sり），

‘ldared’（S3，
　S7），

‘Fiesta’（S3，　S5）等 を決 定 し て い る．ま た Janssens ら

（1995）は S 遺伝子 に 特異的 な PCR を用 い て ，　 Kobel

ら （1939） と Manganaris ・Alston （1987） の 解析結果

をふ ま え て S 遺伝子 型 の 解 析 を 行 っ て い る．彼 ら の 同

定 し た 品 種 の う ち著 者 ら と重 な る も の は
‘
ゴ ー

ル デ ン ・

デ リシ ャ ス
’
（S2，　S3） と

‘
紅玉

’
（S7，　Sg＞ で あ る ，し か し

な が ら，著 者 ら の
‘
ゴ ー

ル デ ン
・デ リ シ ャ ス

’
（Sla，

SJb）の い ずれ が S2 に 該当す る か 現状 で は 不明で あ る．

同様 に
‘
紅 玉

’
（SJC，　S」d） の 詳細 も不明で あ る．な お 著

者 ら の 用 い て い る SJa− SJfの 記号 は 園芸学会 の 大会発

表 要 旨等 （小 森 ら，1993
，

1996
，

1997a ，1997　b ；

Komori ら ，
1994

，
1996） で は Sa〜Sf に な っ て い るが，

Manganaris ・Alston （1987） の 記 号 と の 混同 を避け る

た め 間 に J を 加 え た．し た が っ て ，著者 らの Sa〜Sf と

SJa〜SJfの 記号は正 確 に 対応 し て い る．

　 上 記 の
一

連 の 研究 と は 別 に ，日本 に お い て は 吉 田 ら

（1963），間瀬 ら （1994），佐 々 ら （1994），が リ ン ゴ の S

遺伝 子 型 の 解 析 を 試 み て い る．吉 田 ら （1963） は，Sl

は S4 に
，
　 S3は S5 に 相 互 転 化 しや すい と仮 定 し て ，

‘
国

光
’
が （S1，　S2） ま た は （S4，　S2），寵 玉

’
（S2，　S3），

‘
デ リ

シ ャ ス
’
（S4，　Ss＞，

‘
ふ じ

’
が （S2，

　S5） ま た は （S2 ，
　S3），

‘
恵
’
（Sl，S3） と し て い る，個 光

’
お よび

‘
ふ じ

’
で 2 つ の

遺 伝子型を設定 し て い る た め ，著者 らの 解析結果 との 対

応関係を解明す る に は さら に 調査 が 必 要 と考 え られ る．

ま た 間 瀬 ら （1994＞ お よび 佐 々 ら （1994＞ は リ ン ゴ 花 柱

の S糖 タ ン パ ク 質 の 2 次 元 電 気 泳 動 に よ っ て 品 種 の S 遺

伝 子 型 を 同 定 して い る，間瀬 ら （1994＞ お よび 佐 々 ら

（1994） の 解析結果 と著者 らの 解析結果 で 材料 と し て 同

じ 品種 を用 い て い る もの は
‘
ふ じ

’
（sc，　sf＞，

‘
ス タ ーキ ン

グ ・デ リシ ャ ス
’
（sc，　S9） 匚以 上間瀬 ら （1994）］，

‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ス
’

（sa，　sb），
‘
紅 玉

’
（sc，　se＞，

‘
国 光

’

（sa，　sf＞，

’．
東 光

’
（S
’i
，　se） ［以 上 佐 々 ら （1994＞］で あ る ．

こ の う ち
‘
ゴ ール デ ン ・デ リ シ ャ ス

’
と

‘
ふ じ

’
は 著 者 らの

結 果 と全 く一致 して い る．ま た，著者 らの 結果で は
‘
紅

玉
’＝ （SJc，　SJd），

‘
東光

’＝ （SJa，
　SJd），

‘
デ リ シ ャ ス

’＝

（SJc，　SJe） で あ る か ら，　 SJaニSa，　 SJb；Sb，
　 SJc＝Sc，

SJdニSe，　 SJe＝S9，　 SJf＝Sf と 推定 され る が ，そ うす る と

‘
国光

’
で は S」e と sa の 不

一
致 が 生 じ る．今後 さ ら に 多

数 の 品 種 で 比 較 検 討 す る 必 要 が あ る，

　 以 上 の よ うに，近 年 急 速 に 生 化 学 的 マ
ー

カ
ーお よ び遺

伝子 マ
ー

カ
ー

を用 い た S 遺伝 子の 識別 ・同定 が 進 ん で

い るが
， 実際 の 不 和合現 象 との 対 応 が今 後 ます ま す重 要

に な る と考 え られ る．

摘　　要

　 金 星 と
‘
レ ッ ドゴ ー

ル ド
’
お よ び

‘
千秋

’
と

‘
い わ か み

’

の 不和合性を手 が か りと し て
，

‘
デ リ シ ャ ス

’

，

‘

ふ じ
’

，

‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ス
’
，

‘
は つ あ ぎ ，

‘

紅 「ミ
’
，

‘

国光
’
，

‘
千秋

’
，
‘
東光

’
と そ れ らの 交 雑 実 生 を用 い て 主 要栽培品

種 の S 遺伝子 型 解 析 を試 み た，そ の 結果 6 つ の S 複対

立 遺伝 子 と 7 つ の S 遺伝子型 の 存在 が 示唆 さ れ，9 品 種

の s 遺 伝子 型 を以 下 の よ うに 決定 し た ．

　　　 （SJa，
　SJb）＝・

‘
ゴ ール デ ン ・デ リ シ ャ ス

’

　　　 （SJa，
　SJd＞二康 光

　　　 （SJC，　SJd）＝
‘
紅 玉

’
，

‘
ひ め か み

’

　　　 （SJC，　SJe）＝‘

デ リシ ャ ス
’

　　　 （SJC，　SJf）＝‘
ふ じ

’

　　　 （SJd，　SJf＞＝
‘
千 秋

’
、
‘
い わ か み

’

　　　 （Sle，
　S亅f）＝

‘
国光

’

ま た
‘
東光

’
の SJd 因子 は

‘
印度 に 由来 し て い る こ と が 明

ら か に な っ た ，さ らに
‘
金星 と

‘
レ ッ ドゴ ール ド

’
の S 遺

伝子型 は （SJa，　SJe）ま た は （SJb，　SJe）の い ずれか で あ

り，
‘
はつ あ ぎ の S 遺伝 子 型 は （SJa，　SJC） ま た は （SJb，

SJC）と考 え られ る．
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